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	応用
	抗原情報
	背景
	WNT1：wingless型MMTV統合部位ファミリー、メンバー1。WNT遺伝子ファミリーは、分泌シグナル伝達タンパク質をコードする構造的に関連した遺伝子で構成されています。これらのタンパク質は、腫瘍形成や、胚発生中の細胞運命とパターン形成の調節を含むいくつかの発生プロセスに関係しています。この遺伝子はWNT遺伝子ファミリーのメンバーです。進化において非常に保存されており、この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マウスWnt1タンパク質とアミノ酸レベルで98％同一であることが知られています。マウスの研究では、Wnt1タンパク質が中脳と小脳の誘導に機能することが示されている。この遺伝子は当初、小脳低形成を主症状とする常染色体劣性疾患であるジュベール症候群の候補遺伝子と考えられていました。しかし、その後の研究で、遺伝子変異はジュベール症候群において重要な役割を果たしていない可能性があることが示唆されました。この遺伝子は、染色体 12q13 領域で別のファミリー メンバーである WNT10B とクラスター化しています。
	研究分野
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	NIH/3T3（1）、3T3L1（2）、およびHela（3）細胞溶解物に対するWNT1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	図3：WNT1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞（左）および3T3-L1細胞（右）の共焦点免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	WNT1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	WNT1マウスmAbを用いたパラフィン包埋ヒトLAdrenal組織の免疫組織化学分析

